
（別紙３）

～ 令和8年3月9日

（対象者数） 29 （回答者数） 20

～ 令和8年3月9日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

さらに発達特性の理解や研修や１０代の利用者さんの心の理
解や研修を深めていく。

2

学校との連携や就職先、就労先、進学先との連携、相談支援
事業所との連携がさらに必須になる。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

これまでの具体的な取り組みを資料化したり、SNS等を通じ
て社会に取り組みを広めるなどして活動を浸透させていく。

2

3

小学校高学年、中学生、高校生を対象にした将来の自立へ向け
た取り組みをしているところが強みである。

思春期にかかる利用者が多いので特性のみではなく発達段階に
応じた個別の支援を行っている。

就職、就労、進学へ向けた支援も行っている。進学は学習に対
しての支援だけではなく卒業後の自立に必要な生活能力を高め
ていく支援も行っている。

利用者の特性や発達段階にもよるが卒業後の自分の姿をイメー
ジさせたり、自己理解をすすめたりしながら自立へ向かって利
用者と保護者、スタッフと共に歩んでいる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

少ない人数のスタッフで学校との連携を進めているため利用者
の様々なニーズを学校に伝えることが難しい。学校に信頼して
もらえるようさらに連携を密にする。

コネクトさくらが開所してまだ2年ということもあり活動内容
について連携機関に伝えられていないところが課題である。

令和8年3月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月13日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス コネクトさくら

○保護者評価実施期間 令和8年3月2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


